
流山市公共下水道事業流山市公共下水道事業
事業再々評価事業再々評価（汚水）（汚水）

平成平成2020年年1111月月
千葉県流山市千葉県流山市



•• 流山市は、千葉県の北流山市は、千葉県の北
西部に位置し、北は利西部に位置し、北は利
根運河、西は江戸川に根運河、西は江戸川に
接する自然豊かな近接する自然豊かな近
郊都市です。郊都市です。

•• 平成平成1717年年88月には、念月には、念
願であった「つくばエク願であった「つくばエク
スプレス」が開通したこスプレス」が開通したこ
とで、沿線地区整備のとで、沿線地区整備の
進捗とともに「流山おお進捗とともに「流山おお
たかの森駅」など新たたかの森駅」など新た
な拠点が姿を見せ、更な拠点が姿を見せ、更
なる発展が見込まれてなる発展が見込まれて
います。います。

流山市の概要流山市の概要



事業の必要性（汚水）事業の必要性（汚水）

【【汚水汚水】】
・生活環境の改善・生活環境の改善
・公共用水域の水質保全・公共用水域の水質保全



下水道事業の概要（汚水）下水道事業の概要（汚水）

流山市公共下水道流山市公共下水道((汚水汚水))



（単位：億円）

1,1,565565費費 用用 （Ｃ）（Ｃ）

1.91.9費用便益比（Ｂ／Ｃ）費用便益比（Ｂ／Ｃ）

33,,006006便便 益益 ((ＢＢ))

指標１指標１ 費用効果分析（汚水）費用効果分析（汚水）



指標２指標２ 事業の進捗状況（汚水）事業の進捗状況（汚水）

流山市流山市議会の理解及び地元住民の議会の理解及び地元住民の理解・理解・協協
力は得られている。力は得られている。

地元情勢等地元情勢等

接続率接続率はは9191%%である。である。供用開始区域の供用開始区域の

接続状況接続状況

――
処理場用地の処理場用地の

取得状況取得状況

平成平成2020年度末時点の整備面積見込は年度末時点の整備面積見込は、、事業事業
計画計画1,6641,664hahaに対しに対してて1,1721,172hahaを整備しを整備し、整備、整備
率率はは7070%%であであるる。。

事業の進捗状況事業の進捗状況

――
処理施設の処理施設の

供用状況供用状況

状状 況況指指 標標



流山市公共下水道流山市公共下水道((汚水汚水))

指標２指標２ 事業の進捗状況（汚水）事業の進捗状況（汚水）



指標３指標３ 社会経済情勢等社会経済情勢等（汚水）（汚水）

全体計画及び事業計画について、必要に応全体計画及び事業計画について、必要に応
じ適切に見直している。じ適切に見直している。

計画変更の有無計画変更の有無
及び及びその程度その程度

水質汚濁に係る水質環境基準の新たな設定水質汚濁に係る水質環境基準の新たな設定
等、下水道事業に影響のある要因はない。等、下水道事業に影響のある要因はない。

自然環境条件自然環境条件

つくばエクスプレス沿線地区土地区画整理つくばエクスプレス沿線地区土地区画整理
事業については、既に計画に見込んでいる事業については、既に計画に見込んでいる
ことから、下水道事業に影響のある大きな社ことから、下水道事業に影響のある大きな社
会経済情勢の変化は特にない。会経済情勢の変化は特にない。

社会経済情勢社会経済情勢

状状 況況指指 標標



指標４指標４ コスト縮減・代替案コスト縮減・代替案（汚水）（汚水）

本市本市の市街の市街化化の状況から、代替としてのの状況から、代替としての浄浄
化槽化槽整備よりも、整備よりも、下下水道水道整備整備がが最最適。適。

代替案代替案

アスファルト合材・路盤砕石等再生資材の利アスファルト合材・路盤砕石等再生資材の利
用・汚水最小管径（用・汚水最小管径（φφ200200→φ→φ150150）・小型マ）・小型マ
ンホールの導入によりコスト縮減に努めていンホールの導入によりコスト縮減に努めてい
るる。。

コスト縮減コスト縮減

状状 況況指指 標標



対応方針（対応方針（汚水）汚水）案案

流山市流山市公共下水道事業公共下水道事業（汚水）（汚水）は順調には順調に
進展しており、今後も順調な進展が見込進展しており、今後も順調な進展が見込
まれることから、当事業を継続まれることから、当事業を継続していく方していく方
針です針です。。



流山市公共下水道事業流山市公共下水道事業
事業再々評価事業再々評価（雨水）（雨水）

平成平成2020年年1111月月
千葉県流山市千葉県流山市



•• 流山市は、千葉県の北流山市は、千葉県の北
西部に位置し、北は利西部に位置し、北は利
根運河、西は江戸川に根運河、西は江戸川に
接する自然豊かな近接する自然豊かな近
郊都市です。郊都市です。

•• 平成平成1717年年88月には、念月には、念
願であった「つくばエク願であった「つくばエク
スプレス」が開通したこスプレス」が開通したこ
とで、沿線地区整備のとで、沿線地区整備の
進捗とともに「流山おお進捗とともに「流山おお
たかの森駅」など新たたかの森駅」など新た
な拠点が姿を見せ、更な拠点が姿を見せ、更
なる発展が見込まれてなる発展が見込まれて
います。います。

流山市の概要流山市の概要



浸水の状況浸水の状況

事業の必要性（雨水）事業の必要性（雨水）

写真個所

流山第１排水区流山第１排水区



下水道事業の概要（雨水）下水道事業の概要（雨水）

流山市公共下水道流山市公共下水道((雨水雨水))

流山第１排水区流山第１排水区

坂川第坂川第22排水区排水区



（単位：億円）

8181費費 用用 （Ｃ）（Ｃ）

7.87.8～～9.79.7費用便益比（Ｂ／Ｃ）費用便益比（Ｂ／Ｃ）

777373便便 益益 ((ＢＢ))

指標１指標１ 費用効果分析（雨水）費用効果分析（雨水）



指標２指標２ 事業の進捗状況（雨水）事業の進捗状況（雨水）

流山市流山市議会の理解及び地元住民の議会の理解及び地元住民の理解・理解・協協
力は得られている。力は得られている。

地元情勢等地元情勢等

平成平成2020年度末時点の整備面積見込は年度末時点の整備面積見込は、、事業事業
計画計画316316hahaに対しに対してて229229hahaを整備し、整備率を整備し、整備率
はは7272%%であであるる。。

事業の進捗状況事業の進捗状況

状状 況況指指 標標



指標２指標２ 事業の進捗状況（雨水）事業の進捗状況（雨水）

流山市公共下水道流山市公共下水道((雨水雨水))

流山第１排水区流山第１排水区

坂川第坂川第22排水区排水区



指標３指標３ 社会経済情勢等社会経済情勢等（雨水）（雨水）

全体計画及び事業計画について、必要に応全体計画及び事業計画について、必要に応
じ適切に見直している。じ適切に見直している。

計画変更の有無計画変更の有無
及び及びその程度その程度

下水道事業に影響のある大きな社会経済情下水道事業に影響のある大きな社会経済情
勢の変化は特にない。勢の変化は特にない。

社会経済情勢社会経済情勢

状状 況況指指 標標



指標４指標４ コスト縮減コスト縮減（雨水）（雨水）

アスファルト合材・路盤砕石等再生資材の利アスファルト合材・路盤砕石等再生資材の利
用によりコスト縮減に努めている。用によりコスト縮減に努めている。

コスト縮減コスト縮減

状状 況況指指 標標



対応方針（対応方針（雨水）雨水）案案

流山市流山市公共下水道事業公共下水道事業（雨水）について（雨水）について
はは、、今後も今後も引続き整備が必要であることか引続き整備が必要であることか
ら、当事業を継続していく方針ですら、当事業を継続していく方針です。。



補 足 資 料補 足 資 料



流山第１排水区の位置流山第１排水区の位置

流山市公共下水道流山市公共下水道((雨水雨水))

流山第１排水区流山第１排水区

坂川第坂川第22排水区排水区



流山第１排水区の地形流山第１排水区の地形

神明堀神明堀

流山１号幹線流山１号幹線

雨水の流れ雨水の流れ

6M以上

5～6M未満

4～5M未満

4M未満

凡例



土地利用状況土地利用状況

JRJR武蔵野線武蔵野線

つくばエクスプレスつくばエクスプレス

南流山駅南流山駅

流山セントラ流山セントラ
ルパーク駅ルパーク駅

流山１号幹線流山１号幹線

流山第流山第11排水区用途地域排水区用途地域

流山電鉄流山電鉄

流山駅流山駅

平和台駅平和台駅

鰭ヶ崎駅鰭ヶ崎駅



事業着手時南流山地区事業着手時南流山地区

事業着手時は大半が田畑。

事業が容易で、事業費が低い。



現況南流山地区現況南流山地区

現在は、JR武蔵野線・つくばエ
クスプレス南流山駅に近接す
るため、商業施設及び住宅地
が密集している。

下水道整備による浸水被害軽
減効果が高い。



流山第１排水区（流山第１排水区（B/CB/C＝＝9.79.7）について）について

①管渠整備費（コスト）が低い。①管渠整備費（コスト）が低い。

②浸水被害額が高い。②浸水被害額が高い。

①総費用①総費用 ：：7373億円億円

②総便益②総便益 ：：711711億円億円

費用便益費：費用便益費：9.79.7

雨水事業で費用便益比が雨水事業で費用便益比が高い高い理由は理由は



坂川第坂川第22排水区の位置排水区の位置

流山市公共下水道流山市公共下水道((雨水雨水))

流山第１排水区流山第１排水区

坂川第坂川第22排水区排水区



野々下野々下44、、55丁目の地形丁目の地形

16M以上18M未満

20M以上

10M以上12M未満

10M未満

12M以上14M未満

14M以上16M未満

坂川へ坂川へ

雨水の流れ雨水の流れ



事業着手時野々下事業着手時野々下44、、55丁目丁目

事業着手時は大半が田畑。

事業が容易で、事業費が低い。



現況野々下現況野々下44、、55丁目丁目

現在は、住宅地が密集してい
る。

下水道整備による浸水被害軽
減効果が高い。



坂川第坂川第22排水区（排水区（B/CB/C＝＝7.87.8）について）について

①管渠整備費（コスト）が低い。①管渠整備費（コスト）が低い。

②浸水被害額が高い。②浸水被害額が高い。

①総費用①総費用 ：：88億円億円

②総便益②総便益 ：：6262億円億円

費用便益費：費用便益費：7.87.8

雨水事業で費用便益比が雨水事業で費用便益比が高い高い理由は理由は



平成26年度7.86289坂川第二排水区雨水流山市

平成28年度9.77117354流山第一排水区雨水流山市

平成49年度1.93,0081,602865江戸川左岸処理区汚水流山市

B/Cにおける
工事終了年度

B/CB/Cにおける便益
（億円）

B/Cにおける費用
（億円）

全体計画
事業費
（億円）

処理区名
排水区名

汚水・
雨水

市町村名

総括表総括表

現行人口フレームによる数値

新人口フレームによる数値

平成26年度6.95589坂川第二排水区雨水流山市

平成28年度8.76337354流山第一排水区雨水流山市

平成49年度1.72,7951,602865江戸川左岸処理区汚水流山市

B/Cにおける
工事終了年度

B/CB/Cにおける便益
（億円）

B/Cにおける費用
（億円）

全体計画
事業費
（億円）

処理区名
排水区名

汚水・
雨水

市町村名

計画人口：162,000人

計画人口：144,300人



図　　整備実績面積と事業計画面積の推移（汚水）
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図　　　整備実績面積と事業計画面積の推移（雨水）
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図　　汚水投資額（累計）と事業計画汚水投資額（用地費含む）
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図　　雨水投資額（累計）と事業計画雨水投資額（用地費含む）
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